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(講演要旨)
小さな一歩から :

「東京医科大学病院患者さ ま図書室」 のあゆみ
東京医科大学図書館

野   坂   美恵子

I・ はじめに

一般市民の医療情報ニーズが高まるなか、 数年前から患者さんへ医療情報を提供する
機関が増えてきている。 当院の  「患者さ ま図書室」 が開設して5年余りが経過した。 ス

ペースが狭い図書室ではあるが、 資料の充実を図る と と もに吟味したイ ンターネッ ト情
報の利用、 大学図書館のサポー ト などで質の高いサービスを目指している。

2「東京医俗
名称:
開設:
開館時間
面積:
蔵書数:
病院長直属

大学病院患者さま図書室」 の概要
東京医科大学病院患者さま図書室
平成18年6周 1 日
用躍日～金曜日   9 :30～16:30
15 ，m
図書860冊  各種パンフ レッ ト

の組織という位置づけである。
(平成23年lo同 1 日現在)

3・ 開設の経緯・準傭
平成16年12月に公になった当院の医療事故の遺族側から、 平成l7年7周事故再発防止

の10項目の提案が示され、 この中に 「患者のための医療，ぼ戦図書室の設置」 という項目
があ り、 これを受けて病院長よ り大学図書館長へ協力要請があった。 これを契機と して
平成17年12月に準備委員会が発足し、 副院長、 看護部、 総務課、 資材課、 図書館職員な
どの構成員で数回の会議を経て具体的作業に入った。

準備会議では、 図書館から先行図書室の妻例紹介、 常駐スタッ フの必要性、 資料提供
のポリ シーを決める、 利用者のアクセスのよい場所である こ と、 院内各部署との連携が

必要である こ となどを提案した。

4・ 図書室の日的・方針
患者や家族の方々に病気や体について医学的に信頼できる情報を提供し、 精神的な援

助の場所となるこ と を目的と し、 特定の治療方法は推薦しない、 個人の医療相談は受け
ない方針と した。

利用対象者は入院・外来患者、 家族その他特に制限しない。 利用は閲覧のみで貸出は
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行わない。 イ ンターネッ ト利用、 図書室内コ ピーは無料で提供する。

5. 貸料収集
貸料収集の方針は図書室の目的に合う最新

の資料、 一般害店では入手がむずかしい専門
苦で非E療従事者でも理解でき る資料を収集
する。 一般吉、 闘病記、 雑誌、 ビデオやDVD
などのAV資料は提供しない。

貸料収集と整理は大学図苦節が担当した。
大学図苦館員が選害し、 副院長の承認を得て
資材課が書店へ発住する。 納品後大字図苦節
が受入、 整理、 装備等の作業を行った。 収集
対象は医療情報のみと し、 雑誌の定期購読はしない。 図書は大学図書館の図書館システ
ムに分室扱いと して登録した。 分類は大字図書館と 司じNLM分類を採用し、 「 く すり 」

「メ ンタル」 などわかりやすい言葉を背うベルに付与して案内した。
「患者さ ま図書室」 開設前は学内・院内の教職員へ図書やパンフ レッ トの寄贈について

も依頼した。 パンフ レッ ト類は看護部・薬剤部よ り チェ ッ ク済みのパンフ レッ ト を支人
した。 製薬会社の宣伝色の強いものは除く など、 看護部，薬剤部の目を通すこ とによ り

提供内容の質を保つよ う心がけた。

6. 備品
閲覧机   z台、 書架   5段3速、 事務用机、 利用者用pc、 スタ ッ フ用pc (学内LANに
接続し、 ヂ-タベースや電子ジャーナルの杣川可能)、 プリ ンタ、 コピ一機、 パンフ レッ
ト ラ ッ ク、 キヤビネッ ト各1 台を設置した。

表「 利用者数
7， 利用状況

利用者数については表1 に
示した。 平成l8年度から平成
22年度まで5年間の総利用者
数は13，820人、 1 日平均利用者
数は12・04人であった。

" 平成18年度は6戸～
""平成22年度は3目1I日 まで

1@

利用人数 l 日平均

平成i8年度" 2,719 13.4

平成19年度 2,626 10.9

平成2O年度 2,845 11.8

平成21年度 3,016 12.6

平成22年度" 2,614 11.5

台 計 13,820 12.04
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利用者種別科用者数は平成2O～22年度について集計した  (図I)。 半数以上が外来患
者さんで入院患者さんの比率は開設当初よ り減少傾向にある。

また、 利用時間帯は12:OO~14:OO時の昼休みの時間帯がやや少な く 、 9:30～12:00と
14:00～16:30の利用者がほぼ同率の利用数である (図2)。
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c図3 コ 利用動向
利用者の利用動向 (平成20～22年度) では図書の閲覧

コピー 9%という結果が得られた (図3)。
77%、 パソ コン利用 14%、

8・ 参考業務内容
患者さ ま図書室では専任スタ ッ フ 2名が午前と午後に分かれて勤務している。 「参考

業務票」 を作成し、 患者さ ま図書室のスタッ フが利用者からの質間等、 回答内容などを
記録し、 大学図書館と情報を共有している。
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この 「参考業務"」 の平成20～22自 度分148件を提供した情報媒体について集計した結
果は、 図菩  45%、 Web情:服  ㈹%、 両方24胚、 その他l%であった。 このう ちよ く 使わ

れる凶害は 「看護のための最新看護学講座」 (中iii書店  2002-2009)、 よ く 利用するサイ
トは 「メルクマニュアル家庭版」 http://merckmanual. jp/mmhe 2j/ndex. htmlと い

う結果であった。

9・ 大学図苦節のバッ クアッ プ
病院と同じ敷地内に人マ図書館本館がある。 大学図害館の和

生、 卒栗生などと なっているが、 忠指さ ま困苦室の貸料だけでは
患、考さ ま凶害室を窓Ⅱ と して大半図吉餅の貸料を提供している。

ノー ト記入で情報を共有している。

また、 「参考業務，」 の内容を確認して、 大。拝図再館から もスタ 、
を している。

対象者は教職員、 学
足り ない利用考へは
人学凶害館と は連絡

フにア ドバイ スなど

用

物

 

 

ソ

10・ 今後に向けて
平成23年3円11口に発生した東日本大震災で 「患者さ ま図苦室」 が位置している当院

医局棟も被害があった。 患者さんが利用する建物と しては安全-1:ふさわし く ないとい う

理Ⅱiによ り 、 3 月以降平成23年11円現在閉室となっている。 近い将来新教育研究棟の建
設が子定されている こ と もあ り代特の場所が見つからないため閉室が続いている。 我々
も・ ，Lう も早い再開の要望を関連部署へ訴えている。

利用者アンケー トの要望をみる と、 スペースの狭さを指摘している ものが多い。 我々

も開設当初からスペースの拡大を希望していた， 新図苦室と して再開の際には闘病記や
--，般苦などの蔵害構成やDVD などの視聴ができ るなどを視野に人れたスペースを希望

している。
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